
(財)日 本環境衛生センター

N,N'ぃエテレンビス(ジチオカルバミン酸)マ ンガンとN,N'‐エチレンピス(ジチオカ

ルバミン酸)亜鉛の錯化合物 θ叫名 :マンコゼブ、マンゼプ)、

N,N'ぃエチレンビス(ジチオカルバミン駒 マンガン θU名 :マンネブ、マネブ)、

ビス側,N'ぃジメチグレジチオカメレバミン酸)N,N'ぃ エテレンビス(チオカ,レバモイルチオ

亜鉛)Cu名 :ポリカーバメート)

ビス(N)N'中 ジメチルジチオカルバミン駒亜鉛 θU名 :ジラム)、

対象物質及び構造式

lnxZnv

Mancozcb, 【anzcb

CAS番 号  8018-01-7

Mancb

CAS番号 12427-38-2
lnx

Ziram

CAS署肇手子  137-30-4

S
II

▼H2NHCS―
Zn

CH2NHCS― Zn
ll

S

S
II

一SCN(CH3)2

-SCN(CH3)2
11

S

Polycarbamate

CAS罐尋手許 64440-88-6
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物性

物質名 分子量 敵
⑬

蒸気圧

(kPa)

水溶解度

(mg/L)
LogPow

マンゼブ (265.3)x(65,4)y 192-204
1.38

(文献値
1))

マンネブ (265。3)x

ジラム 305.8 250
1.23

(文献値勾
ポリカーバメート 581.5

マンゼブ

毒J性‖青幸浸

用途

マンネブ

毒性情報

用途

ジラム

毒性情報

用途

1)三共アグロ株式会社 www sankyo― agro com/product/msds/pdf/msds 19778 pdf

2)東京都立衛生研究所 tokyo―eken gojp/to画 cs/endOcttn/page72 pdf

毒性、用途等

ラット経口LD50>500俯lg/kg、 ラット経皮LD50>5000mg/kg

殺菌剤

ラ ッ ト経 口 上D50 4500mg/kg、 マ ウ ス 経 口 LD50 4500mg/kg

殺菌剤

ラット経口LD50 267mg/kg、

殺菌剤

ポリカーバメー ト

毒性情報  : ラット経口LD50 mg/kg、

用途    : 殺菌斉J

§1 分析法

(1)分析法の概要

試料水 50mLに 5%― システイン_EDTA(5%―Cys―EDTAJ溶液を加え対象物質を水溶
性のナトリウム塩にする。これに o.4M―硫酸水素テトラブチルアンモニウム水溶液

(0,4M―TBA水溶液)と o.lM― ヨウ化メチル_ク ロロホルム/ヘキサン溶液を加え液/液抽
出しメチル化する。抽出液をアセトニトリルに転溶し、scp_pak c18カ ートリッジ
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に負荷 してアセ トニ トリルで溶出する。アセ トニ トリル溶液を濃縮 し、内標準物質

を加え LC/MS/MSで分析する。

本分析法ではジラム以外の対象物質はエチ レンビスジチオカルバ ミン酸ジメチ

ル(EBDC-2Mc)、 ジラムはジメチルジチオカルバ ミン酸メチル(DMDC…Mc)と して測    |
定する。誘導体化 して EBDC-2Mcを生成する物質は分別できないためマ ンネブ換算

値 として定量する。DMDC―Mcを生成する物質について も分別できないためジラム     
′

換算値 として定量する。

(2)試薬・器具

〔試薬〕
                .Ehrcnstorfcr社

製マンネブ
               .Ehrcnstorfcr社

製マンゼブ
               ,Ehrcnstorfer社

製ポリカーバメー ト          .
‐
Ehrcnstorfcr社製ジラム

シマジン_dl。
(100 μ g/mLアセ トン溶液) :Ehrenstorttf社製

林純薬社製4…(1-メ チル)_オクチルフェアル_d5(4-m― OP―d5)     :

(1000 μ g/mLヘ キサン溶液)

・関東化学社製試薬特級システインーHCl            .
・関東化学社製試薬特級EDTA…2Na              .関

東化学社製試薬特級水酸化ナ トリウム           .
・関東化学社製試薬特級塩酸

硫酸水素テ トラブチルアンモニウム   :和 光純薬社製試薬特級
・関東化学社製試薬特級酢酸アンモニウム           .
・関東化学社製試薬特級ヨウ化メチル

             .関
東化学社製残留農薬試験用クロロホルム

             .関
東化学社製残留農薬試験用ヘキサン

               .関
東化学社製残留農薬試験用アセ トン

               .関
東化学社製残留農薬試験用アセ トニ トリル            .

・関東化学社製残留農薬試験用無水硫酸ナ トリウム          .
・関東化学社製 HPLC用メタノール

              .関
東化学社製 HPLC用HPLC用 蒸留水            _

・Waters社製Sep‐Pak C18

精製水(ヘキサン洗浄水)

〔器具〕

分液ロー ト

ロー ト

なす型フラスコ

遠沈管
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(3)分析法

【試料の採取及び保存】

環境省 「化学物質環境調査における試料採取にあたっての留意事項」に従う。

【試料の前処理】

試料水 50mLを 300mLの 分液ロー トに採取し、5%―Cys―EDTA溶液 5mLを加えて

10分間振とうする。振とう後 o.6M―塩酸 3mLを加え PH7.5～7.8に調整し、3mLの
0.4M―TBA水溶液を加え混合する(注 1)。 これに o.lM… ヨウ化メチルぃクロロホルム/

ヘキサン溶液 30mLを 加え lo分間振とうし、下層の有機溶媒層を分液する。水層
に再度 o,lM_ヨ ウ化メチル_ク ロロホルム/ヘキサン溶液 30mLを加え lo分間振とう
し、得 られた有機溶媒層は合わせた後、無水硫酸ナ トリウムを用いて脱水後、ロー

タリーエバポレータで 2mL程度まで減圧濃縮する。これにアセ トニ トリル 20mLを
加えて 2mL程度まで再度減圧濃縮し、アセ トニ トリルに転溶する(注 2)。

【試料液の調製】

【試料の前処理】で得 られたアセ トニ トリル溶液をあらかじめアセ トニ トリル

10mLでコンディショニングした scp_Pak C18カ ー トリッジに負荷し、アセ トニ ト

リル 7mLで溶出する。この溶液を窒素気流下で lmLに濃縮後、内標準物質として
シマジン_d10(lμ g/mり及び 牛m…OP_d5(2μ 8/mりを loμ L加え試料液とする。

【空試験液の調製】

精製水 50mLで 【試料の前処理】及び 【試料溶液の調製】の操作を行い、得 られ

た試料液を空試験液とする。

【標準溶液の調製】

マンネブ25mgをアセ トン25mLに懸濁させ lmg/mLの標準原液を調製する(注 3)。

ジラム 25mgをアセ トン 25mLに溶解させ lmg/mLの標準原液を調製する。それぞ

れの標準原液は適宜アセ トンで希釈する。

【内標準溶液の調製】

シマジン_dl。
(100 μ g/mLア セ トン溶液)200 μ Lを アセ トニ トリルで希釈して lomL

とし、2μ g/mLの内標準原液を調製する。牛m―OP―d5(1000 μ g/mLヘキサン溶液)loo
μLを窒素気流下で乾固直前まで濃縮 し、これに2mLのアセ トンを加え再度乾固直

前まで濃縮した後、アセ トニ トリルで lomLと し、10μ g/mLの内標準原液を調製す
る。それぞれを混合しアセ トニ トリルで希釈してシマジン_dl。 を lμ g/mL、 牛m―OP―d5

を 2μ g/mLの 濃度となるように調製し内標準溶液とする。

【5%―Cys―EDTA溶液の調製】

システインーHclと EDTA…2Naそれぞれ logを精製水に加え、PHメ ータを用いて

12M“NaOH水溶液で pH9.6～ 10.0に 調整し、200mLとする(注 4)。
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【0,5%―Cys―EDTA溶液の調製】

5%―Cys―EDTA溶液を精製水で 10倍 に希釈する。

【EBDC-2Na/DMDC―Na混合標準溶液の調製】

10μ g/mLのマンネブ及びジラム溶液それぞれ lmLを混合し、窒素気流下で乾固      イ

直前まで濃縮する。これに o,5%‐ Cys―EDTA溶液を加え 10mLと し、マンネブ及びジ

ラム換算でそれぞれ lμ g/mLの溶液を作成する。これによリマンネブはエチレンビ

スジチオカルバミン酸ニナ トリウム(EBDC-2Na)、 ジラムはジメテルジチオカルバミ

ン酸ナ トリウム(DNDC―Noとなり水溶性の塩 となる。EBDC-2Na/DMDC―Na標準溶

液は o.5%‐Cys―EDTA溶液で適宜希釈する。

【o。 lM― ヨウ化メチル_ク ロロホルム/ヘキサン溶液の調製】

ヨウ化メチル o,lmolを クロロホルム 750mLで希釈し、これにヘキサン 250mLを

加えて混合する。この混合溶媒は要時調製 とし、ヨウ化メチルは冷暗所で保存する。

【測定】

〔LC/MS/MS条件〕

LC条件 機種

カラム

溶離液

流速

カラム温度

注入量

Ms条件 機種

イオン化法

イオン化電圧

インターフェース報註煽霊

モー ド

モニターイオン

Agilcnt l100

GLサイエ ンス社製 Incnsil oDS-3

(50mm,2.lmm,3μm)

A:lmM―酢酸 アンモニ ウム水溶液

B:メ タ ノール

0->llnin   B:10-→ 10%

1-→8]min   B:10-→ 100%

8->18]min  B:100-→ 10079

18->19min B 1100-→ 10%

19→29min B:10→ 10%

0.2mWmin

40℃

5μ L
Applicd Biosystcms AP13000

ESI(negativc):EBDC-2Mc

ESI ΦositiVC):DMDC―Me
-4500V●cgat c)+5500VooSitiVc)

500℃(negativc)500℃ (pOSijVc)

SRM
Negativc

EBDC-2Me=191わ 8

4-Inぃ (ЭP―d5=224/123
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Positive

DMDC―Mc=136/88
ン マンンとd10=221/134

〔検量線〕

精製水 5(hLに EBDC-2Na/DMDC―Na混合標準溶液を用いてマンネブ及びジラム
それぞれが5～500ngと なるように添加し、【試料の前処理】及び 【試料液の調製】
の操作を行い検量線用標準液とする(注 5)。

検量線用標準溶液 5μ Lを LC/MS/MSに注入して分析する。得られた標準物質の
ピーク面積と内標準物質のピーク面積の比から検量線を作成する。

〔定量〕

試料溶液 5μ Lを LC/MS/MSに注入して分析する。得られた標準物質のピーク面
積と内標準物質のピーク面積の比を検量線と照らして定量する。

〔濃度の算出〕

試料水中の濃度 c(ng/LyJは 次式により算出する。なお、本法ではエチレンビスジ
チオカルバメート系農薬の定量はマンネブ換算値、ジメチルジチオカルバメート系
農薬の定量はジラム換算値となる。

COg/り=(W―Wb)/V

W  :検 量線から求めた測定対象物質量●g)

Wb : 空試験液の測定対象物質量(ng)

V  :試 料水量(り
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〔IDL〕

装置検出下限値(IDりは、「化学物質環境実態調査の手引き」(平成 17年 3月 )に
従い、表 1の とおり算出した。

表 l IDL
マンネブ ジラム

試料量(⊃

最終液量(mり
注入濃度(ng/mり

装置注入量(μ り

0.05

1

5.0

5

Oi05

1

5,0

5

結果Φg)tcSt l

test 2

tcst 3

tcst 4

tcst 5

tcst 6

tcst 7

21,95

22.20

23.15

22.90

21_20

24.85

21.55

28.80

23.45

28,70

23.80

25。 60

27,30

23.50

平均値(pg)

標準偏差Φg)

C・V(%)

S/N

t(n-1,0・05)

IDLΦD
IDЦng/mり

DL試料換算(ng/り

22.5

1_23

5.5

25,3

1.9432

4.8

1.0

19

25.9

2.40

9。3

3,1

1.9432

9.3

■9

37

※結果ΦD=検出濃度(ng/mり ×注入量(μ Ll

※IDЦpB)=t(R‐1,0,05)× 標準偏差(PD× 2
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〔MDL〕

測定方法の検出下限 (MDD及 び定量下限 (MQL)イよ、「化学物質環境実態調査
の手引き」(平成 17年 3月 )に従って、表 2の とおり算出した。なお、マンネブ標
準溶液は懸濁溶液であり均―に採取できないため、添加には EBDC-2Na/DMDC―Na
混合標準溶液を用いた。

表 2 MDL及 び MQL
マンネブ ジラム

試料量(り

標準添加量(ng)

試料換算濃度(ng/り

最終液量tlnり

注入濃度(ng/mり

装置注入量(μ り

0.05

5,0

100

1

5,0

5

0,05

5.0

100

1

5.0

5

ブランク平均(ng/り

無添加平均(ng/り

0

0

０

０

結果 og/⊃ teSt l

tcst 2

test 3

tcst 4

tcst 5

tcst 6

test 7

100

104

79.6

99.8

96.8

107

97.4

97,0

111

105

103

118

114

137

平均値(ng/り

標準偏差(りり
C・ V・ (%)

tO-1,0.05)

MDL試料換算(ng/⊃

MQL試料換算(ng/め

98

8.80

9.0

1.9432

34

88

112

13.0

11.6

1.9432

51

130

※MDL試料換算(DB/り =t(ユー1,005)× 標準偏差(ng/Ll× 2

※MQL試料換算(■g/り =標準偏差(ng/り ×10

(とと1)

0.6M―塩酸 3mL程度で PH7.5～7.8の範囲内となるが、加える塩酸は精製水 50mL
に 5%― Cys―EDTA溶液 5mLを 加えた溶液を用いてこのPH範囲内になることを確認
した量を加えること。
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(注 2)

ロータリーエバポレータでの濃縮は30℃以下で行う。         生ti

!| ｀    |   :       :'′    | :        :,| || |  |      `

伸 9   ∵ …

ξ機溶媒｀水た溶羞しな汽え残 チ毛卜う'マンネブは溶解性が低く、ほとんどの昇

に件濁させる。マンゼブ、ポリカーバメートもマンネブと同様に溶解性が低いため、

使用する場合はアセトンに件濁させる。

(注 o
12M―NaOH水溶液は16mL程度でこのPH範囲内となるがPHiを測定し、確認す

ること。     !      ・       !.い    .

(注 5)                    ―  ・ !

イオンペア剤のTBA添加量により感度が変動するため、1検量線は試料と同じス

ケールで作成し、5%―Cys―EDTA溶液や o。4M―TBA水溶液は正確に量り取り加える

こと。       |       !     .:
Ⅲ

          ,         11  1  '|

!|         
、 !i



§2 解説

【分析法】

〔フローチャート〕

分析のフローチャィトを図1に示す。

0.6MJC13mL   無水硫酸ナトリウム

0.4M‐TLA 3mL
O.lM‐Cn31…CHC13/hcxanc

30mLX 2

アセにトリ)'7mL   N2ガ ス

r          
図 1分析フロー

i fii  `、     十1 : i・  I

〔分析法の検討〕
・検量線

Fン令ブみΓプラ
今

5年599ng/mLを誘導体化した検量線を図 2に示すょ

Maneb‐
′

6  

「

― 二と一̃ ̃̃̃̃― ――――――――――――――――――――――――――

01=上_____――一」0      20     40      60     80     10υ 別
 。ユc(ngれ)悧

 側01
-―

― ― ―

一
―

― ―
―

―
―

― 一 ― ― ― ― ― 一 一

二 十

一 ―
―

一 ―
―

― ― ― ― ― ― 一 ― ― ―

」

Maneb y=0.0537x ∵=0,9998;   ;  
イ

ziia

図 2 検量線

y=0.00163x  f2=α 9998
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船
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ｏ
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ｏ
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ｐ
Ｌ
ω
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conc_(ng/mけ
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・検量線のクロマトグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3	 検量線のクロマトグラム 
 
 
 
 

XIC of -MRM (2 pairs): 190.8/58.2 amu from Sample 1 (5) of IDL(E5).wiff (Turbo Spray) Max. 4650.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

2600

2800

3000

3200

3400

3600

3800

4000

4200

4400

4600

In
te
ns
ity
, c
ps

14.04

11.6311.49 14.25 16.7815.7513.37

XIC of -MRM (2 pairs): 190.8/58.2 amu from Sample 6 (50) of curve(E9).wiff (Turbo Spray) Max. 3.3e4 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0.0

5000.0

1.0e4

1.5e4

2.0e4

2.5e4

3.0e4

3.3e4

In
te

ns
ity

, c
ps

13.75

XIC of -MRM (2 pairs): 224.1/123.0 amu from Sample 6 (50) of curve(E9).wiff (Turbo Spray) Max. 9045.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

In
te

ns
ity

, c
ps

16.36

EBDC-2Me  (Maneb=5ng/mL)

EBDC-2Me  (Maneb=50ng/mL)

4-m-OP-d5  20ng/mL 

XIC of +MRM (2 pairs): 136.2/87.9 amu from Sample 2 (5) of IDL(D5).wiff (Turbo Spray) Max. 1460.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1460

In
te
ns
ity
, c
ps

10.84

10.40

10.28

9.62
9.22

11.27
13.38 15.01

9.11 11.63

11.78

13.84

17.0515.472.321.75
7.221.521.08 3.99 6.38 8.376.064.29 4.86

XIC of +MRM (2 pairs): 136.2/87.9 amu from Sample 6 (50) of curve(D8).wiff (Turbo Spray) Max. 4046.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

In
te

ns
ity

, c
ps

13.56

10.96 11.1210.739.50

12.93 14.10
1.470.41 7.715.163.99 5.72 15.428.494.33 16.25

XIC of +MRM (2 pairs): 212.3/137.2 amu from Sample 6 (50) of curve(D8).wiff (Turbo Spray) Max. 4.2e4 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0.0

5000.0

1.0e4

1.5e4

2.0e4

2.5e4

3.0e4

3.5e4

4.0e4

In
te

ns
ity

, c
ps

13.68

DMDC-Me  (Ziram=5ng/mL)

DMDC-Me  (Ziram=50ng/mL)

Simazine-d10  10ng/mL 
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・添加回収試験 
	 河川水 50mLに EBDC-2Na/DMDC-Na混合標準溶液を用い、マンネブ及びジラム
としてそれぞれが 70ngとなるように添加し(試料換算で 1400ng/L)、【試料の前処理】
及び【試料液の調製】の操作を行い、添加回収試験を行った。また、無添加の場合

についても行った。結果を表 3及び図 4に示す。河川水中ではこれらの物質はMDL
未満であった。 
 

表 3	 添加回収試験 
  マンネブ ジラム 
無添加濃度(ng/L) 
添加量(ng) 
試験水濃度(ng/L) 

<34 
70 
1400 

<52 
70 
1400 

回収率(%) 

 

test 1 
test 2 
test 3 
test 4 
test 5 

88 
94 
99 
94 
70 

89 
103 
97 
102 
96 

 

平均値(%) 
標準偏差(%) 
c.v.(%) 

89 
11.3 
12.7 

97 
5.6 
5.8 

 

	  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4	 添加回収試験 

XIC of -MRM (2 pairs): 190.8/58.2 amu from Sample 1 (R-BL) of recovery(E3).wiff (Turbo Spray) Max. 160.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min
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60

70
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100
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140
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160
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te
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ity
, c
ps

11.26

11.42

13.55

12.76

13.18
14.4512.22

17.22
16.9014.8411.88 15.99

1.89 2.620.33 4.18 4.59

XIC of -MRM (2 pairs): 190.8/58.2 amu from Sample 1 (1) of recovery(E6).wiff (Turbo Spray) Max. 4.4e4 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
Time, min

0.0

2000.0

4000.0

6000.0

8000.0

1.0e4

1.2e4

1.4e4

1.6e4

1.8e4

2.0e4

2.2e4

2.4e4

2.6e4

2.8e4

3.0e4

3.2e4

3.4e4

3.6e4

3.8e4

4.0e4

4.2e4

4.4e4

In
te
ns
ity
, c
ps

13.98

14.4311.18 15.2212.13 15.8412.45 17.07 18.172.880.940.41 3.40 3.96 5.781.76 8.712.01 4.99 10.028.944.81

Maneb  無添加 

Maneb  70ng添加 

XIC of +MRM (2 pairs): 136.2/87.9 amu from Sample 1 (R-BL) of recovery(D3).wiff (Turbo Spray) Max. 1278.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0

50

100

150

200
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300

350

400
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500
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te
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, c
ps

10.49

10.87

10.12
15.01

9.44

9.11

13.11 13.4712.86

13.84
12.71 14.03

8.190.30 5.08 16.535.45 7.051.55 15.98
6.904.44

XIC of +MRM (2 pairs): 136.2/87.9 amu from Sample 5 (5) of recovery(D5).wiff (Turbo Spray) Max. 3328.0 cps.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
Time, min

0
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13.28

10.6110.35

9.55
11.75

13.60

12.76
6.332.85

Ziram  無添加 

Ziram  70ng添加 
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【評価】       ・     キ■ 1 1'1・   :   :i!洋    II I  !          |

1本法によ|り 1本試料1中 のマシゼブ、マンネブ、ポリカーバか▼卜の 30ng/Lレベ    |
ル、ジラ小の50叫ん レベルの定鼻が可能である。
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Mancozeb,h/1aneb,Ziranl and Polycarbamate

An analytical mcthod for thc dctcrmination of mancozcb, mancb, ziram and

Polycarbamatc  in  、vatcr  by  liquid  chromatography… tamdcm  mass  spectromctry

(LC/MS/MS)waS dCV』 Opcd.As thcsc compounds arc insolublc in almost al1 0fthc sOlvcnt,

thesc werc dccomposcd and dcr ed to cthylcncbis(mcthyユ ーdithiocarbamatc)(=EBDC-2Mc)

and methyl― dimethyldithiocarbamatc(=DMDC… Mc),and thcsc dc vat cs wcre mcasurcd

in this lncthod.

For dissolution of targct compounds, 5mL of 5ワ ;― L―cysteinc-5ワ ;―EDTA-2Na solution

(adjuStCd at pH9,6 to 10.0)was addCd into 50mL of watcr sample,and solublc substances,

EBDC-2Na and D IDC…Naぅ werc dcrivcd from thcsc compounds.Aftcr 3mL of O。 41M―TBA
and 30nュL of O,1い正―】nethyl iodidc/chlorOfOrm/hcxanc wcrc addcd, thc sOluble substanccs

werc derivcd to EBDC-2 lc and Dヽ IDC― fc by shaking for 10min.Then iowcr laycr of

organic s01ution was ilchydratcd by sOdiunl sulfatc anhydridc,and thc solvcnt of sollation

was changcd into acctonit lc by cvapOration.This sOlution was clcaned thIOugh thc C18

cartridgc, and the targct compounds werc cluted with 7111L of acetOnit lc. And samplc

solution was conccntrated by b10wing nitrogen and analyzcd by LC/MS/MS― SRM(ESI
ncgativc and POsitive).

Mcthodical dctcctiOn limits wcre 34ng/L of EBDC-2Mc and 51ng/L of DMDC― Mc.
Methodical quantiacation limits wcrc 88ng/L of EBDC-2Me and 130ng/L of DMDC― Mc.
The rccoverics fron1 50コュL of watcr samplc addcd 70ng oftargct compounds wcrc 89ワケof

EBDC-2Me and 9779 of DMDC― Mc cAveragc valuc).

5%ぃCys― EDTA 5mL 0.6M―HC13mL
O.4M―町 A3mL
0.lM‐CH31-CHC13/hcxanc

30mL× 2

ESI(+))(― )

Sodiun sulfatc

anhydride

Rotary

evaporator

Acctonit lc

20mL

Acctonit le 7mL
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物質名 分析法フローチャー ト 備 考

マンゼブ、

マンネブ、

ジラム、

ポ リカ ー

バメー ト

5%― Cys―EDTA 5mL 0.6M―HC13mL
O.4M■BA
3mL
O.lM― CH31
-CHC13/hcxanc

30mL×2

LC/MS/MS

ESI(+)

カラム

Incnsil oDS-3

長さ 50Fnm

内径 2.lmm

粒径 3μ m

MDL

EBDC-2Mc

34ng/L

DMDC―Mc

52ng/L

無水硫酸ナトリウム ロータリー

エバポレータ

アセトこトリル

20mL

アセトニトリル7mL

N2ガス ESI(+),(‐ )
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